
廃校施設の活用状況 

（平成２４年４月１日） 

施設の名称 FAF(フロンティア・アート・ファーム)工房 市町村名 倶知安町 

 

・用途：陶芸家工房及び陶芸体験場 

・活用開始年月日：平成２年４月１日 

・廃校年月日：昭和５９年３月３１日 

・旧学校名：寒別小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主な利用者：道内外児童生徒 

・利用者数：約１，０００人 / 年 

 

・構造：木造亜鉛葺平屋建て 

・建築面積：５３４．０１㎡ 

・延床面積：５３４．０１㎡ 

 

・名称：陶芸家 林 崇秀（雅号 林 雅治）

・形態：民間個人 

 

 陶芸家 林雅治が主宰する工房。京都清水焼出身の雰囲気も残しつつ、独自の作風で作られた

作品は、どれもが芸術的で洗練された存在感がある。一度ギャラリーに足を運べば、その世界に

のめり込むこと間違いなし。古い廃校で、静かなそしてゆっくりと過ぎ行く時間の中で、やわら

かな空気、緑の息吹を感じながらの陶芸体験はきっと貴重な経験になることだろう。 

 毎年、小学生から大学のゼミ、サークルに至るまで多くの陶芸体験を受け入れている。 

 体験受入期間  通年 但し冬季間は要相談 

 受入人数    １～２００人 （団体の場合１ヶ月前までに事前予約が必要） 

 所要時間    約２時間 

 体験行程    簡単な作り方の説明→自由制作 後は個人別に指導 

 宅  配    約１ヶ月後 完成品を送付（送料別途） 

 体験内容    作品は手びねりで作ります。手で回すろくろやへらなど色々な道具は工房で

用意。器に限らず何を作っても良い。陶芸釉薬の色も９色から選択可能。初め

ての人でも楽しく作る事が出来るよう指導。体験していただくのはここまで。

あとは、工房の方で乾燥・素焼き・釉薬がけ・仕上げ・本焼きを済ませ荷造り

発送致します。 

         かつての校庭では羊がゆっくり草を食べている姿を見ることが出来るかも。

        その羊の毛をつかった羊毛加工体験（フェルトボール・羊人形づくり）も出来

ます。ギャラリーを見学したり、各種体験で静かな時を過ごしてみませんか。

 

・住所：北海道虻田郡倶知安町字寒別１０３ 

・アクセス：JR 倶知安駅から道南バスで、伊達・喜茂別方面行き乗車、東２号バス停下車まえ 

・Tel： ０１３６－２３－３９４９  Fax： ０１３６－２３－３９４９ 

・電子メール：fafkoubou.103@sky.plala.or.jp 

・ホームページ：http://www8.plala.or.jp/FAFkoubou/ 
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